
本
稿
で
は
、
宝
永
度
の
内
裏
造
営
を
起
点
に
し
、
家
宣
の
将
軍
就
任
、

近
衛
基
熙
の
太
政
大
臣
任
官
が
あ
っ
た
宝
永
五
（
一
七
0
八
）
年
か
ら
翌

六
年
の
朝
幕
関
係
を
跡
づ
け
た
い
。

こ
の
時
期
の
朝
幕
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
こ
さ
れ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
研
究
が
新
井
白
石
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
た
こ
と
。
家
宣
の
将
軍
在
位
が
短
期
間
（
宝
永
六
年
し
正
徳
―
―

年
）
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
ふ
れ
た
も

の
で
も
宝
永
、
正
徳
期
の
朝
幕
関
係
は
近
衛
基
熙
は
将
軍
家
宣
の
岳
父

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
良
好
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

①
 

る
。
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、
朝
幕
関
係
が
「
良
好
」
で
あ
っ
た

と
結
輪
を
だ
し
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
ま
ず
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に

「
良
好
」
で
あ
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
考
え
る
。

は

じ

め

に 宝
永
五
、

宝
永
五
（
一
七
0
八
）
年
三
月
八
日
、
京
油
小
路
よ
り
起
こ
っ
た
火
災

に
よ
り
内
裏
は
焼
失
し
た
。
幕
府
は
直
ち
に
御
所
造
営
と
来
春
に
予
定

さ
れ
て
い
る
東
山
天
皇
譲
位
の
件
を
老
中
奉
書
で
所
司
代
松
平
紀
伊
守

信
庸
へ
伝
え
た
。

1

経
過 宝
永
度
の
内
裏
造
営
に
つ
い
て

R
 

主
と
し
て
使
用
す
る
史
料
は
「
基
熙
公
記
』
（
陽
明
文
庫
所
蔵
）
で
あ
る
。

使
用
す
る
史
料
上
、
基
熙
中
心
に
論
を
進
め
る
が
、
ま
ず
宝
永
五
年

三
月
八
日
に
お
こ
っ
た
京
都
洛
中
の
大
火
（
宝
永
の
大
火
）
に
よ
り
焼
失

③
 

し
た
内
裏
の
造
営
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。
次
に
近
衛
基
煕
の
太
政
大

臣
任
官
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
基
煕
の
任
官
は
、
江
戸
時
代

に
入
り
公
家
で
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の

時
期
の
近
衛
基
熙
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

六

年

の

朝

幕

関

係

に

つ

い

て

渡

辺

優
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（

信

脂

）

④

松
平
紀
伊
守
殿
へ

右
の
奉
書
に
よ
れ
ば
、
譲
位
・
受
禅
は
来
春
挙
行
し
、
新
殿
へ
東
宮

の
移
徒
の
の
ち
元
服
即
位
を
行
う
こ
と
、
内
裏
普
請
に
つ
い
て
は
、
幕

⑤
 

府
に
も
物
入
が
多
い
の
で
性
急
に
は
行
わ
ず
、
念
を
入
れ
行
う
こ
と
な

ど
を
武
家
伝
奏
へ
達
す
る
よ
う
に
申
し
送
っ
て
い
る
。

こ
の
奉
書
の
旨
は
二
十
一
日
に
朝
廷
で
披
露
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
朝

廷
で
も
、
こ
れ
を
受
け
る
形
で
、

1
、
来
春
予
定
の
譲
位
・
受
禅
は
仮

殿
で
行
う
こ
と
。

2
、
内
裏
造
営
終
了
後
、
新
帝
（
慶
仁
親
王
11
中
御
門

天
皇
）
が
遷
幸
す
る
こ
と
。

3
、
慶
仁
親
王
の
元
服
は
仮
殿
で
は
調
い

難
い
の
で
新
殿
へ
の
移
徒
以
後
、
元
服
、
即
位
の
順
で
行
う
。

4
、
し

内
ミ
仰
出
候
御
譲
位
・
御
受
禅
来
春
可
有
御
沙
汰
候
、
然
者
新
殿

（
慶
仁
親
王
）

東
宮
御
移
徒
以
後
御
元
服
其
後
御
即
位
可
有
之
段
、
弥
可
為
思

召
次
第
候
、
且
又
禁
裏
御
普
請
之
儀
愛
元
御
物
入
も
外
候
故
、

御
普
請
御
急
被
遊
候
者
御
物
入
も
弥
相
増
、
又
者
下
ミ
迄
可
及
困

窮
段
如
何
与
被
遊
叡
慮
候
故
、
少
も
御
急
不
被
成
旨
被
聞
召
儀

に
被
入
御
念
候
御
事
と
思
召
候
得
者
、
御
普
請
随
分
無
油
断
可
申

（
柳
原
資
廉
・
高
野
保
春
）

付
之
由
被
仰
出
候
、
此
旨
両
伝
奏
衆
へ
廻
可
被
相
達
候
、
恐

ミ
謹
言
三
月
十
六
月

井
上
河
内
守
正
考

大
久
保
加
賀
守
忠
増

秋
元
但
馬
守
喬
朝

土
屋
相
模
守
政
直

た
が
っ
て
、
内
裏
造
営
は
性
急
に
は
行
わ
な
い
。

5
、
女
院
御
殿
は
女

⑥
 

院
入
内
の
節
に
沙
汰
す
る
。

6
、
春
宮
御
殿
は
不
用
の
こ
と
、
等
の
方

R
 

針
が
確
認
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
関
白
近
衛
家
熙
は
、
し
ば
し
ば
近
衛
基
熙
と
内

裏
造
営
に
つ
い
て
「
閑
談
」
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
基
熙
公
記
』
に

（
マ
マ
）
（
松
平
信
脂
）

は
、
「
内
裏
造
営
之
間
事
也
、
例
諸
司
代
紀
州
不
道
候
」
（
四
月
六
日
）
、

あ
る
い
は
「
当
時
造
営
間
事
等
毎
事
不
事
行
諸
司
所
存
不
足
也
」
（
五

月
一
日
）
な
ど
と
内
裏
造
営
に
つ
い
て
所
司
代
松
平
紀
伊
守
を
は
じ
め
と

す
る
普
請
関
係
者
へ
の
不
満
を
記
し
て
い
る
。
内
裏
造
営
に
関
す
る
取

り
決
め
は
、
必
ず
し
も
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
そ
し
て
五
月
十
一
日
に
は
「
内
裏
造
営
之
事
毎
事
可
応
仰
旨
、

自
関
東
下
知
所
司
代
云
ミ
」
と
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
が
幕
府
か
ら
の

下
知
と
し
て
、
毎
事
将
軍
の
旨
に
応
じ
る
べ
き
旨
を
、
関
白
家
熙
に
伝

⑧
 

え
て
い
る
。
五
月
十
四
日
に
博
陸
は
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
と
言
談
し

た
際
の
結
果
に
つ
い
て
「
内
裏
造
営
間
之
事
、
毎
事
関
東
篤
実
」
と
基

熙
に
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

九
月
二
日
に
は
祈
始
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
実
際
の
作
事
の
内
容

に
つ
い
て
、
宝
永
六
年
三
月
二
十
四
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
内
侍
所
内
宝
箱
段
之
階
木
口
木
ノ
階
二
改
は
め
取
除
西
方
上

り
高
欄
二
可
仕
事

一
、
紫
哀
殿
簑
子
艮
方
御
指
図
之
通
二
可
改
事

一
、
同
所
簑
子
乾
角
方
可
改
事
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一
、
長
橋
廊
下
拭
板
清
涼
殿
落
縁
井
二
仕
同
ヌ
メ
敷
居
取
払
可
申

事
一
、
長
橋
南
ノ
方
内
外
共
一
式
ハ
メ
ニ
可
仕
事

一
、
殿
上
南
側
一
式
ヌ
メ
敷
居
取
可
申
事

一
、
殿
上
之
上
戸
ノ
妻
戸
西
方
え
開
候
様
相
見
之
間
東
方
え
開
候

可
仕
事

一
、
殿
上
悼
間
横
木
二
通
有
之
候
、
上
ノ
木
取
可
申
事

一
、
床
子
座
北
柱
丸
柱
二
可
改
事

一
、
陣
座
寄
敷
居
取
候
事

右
相
違
之
間
、
最
前
之
御
殿
之
通
二
可
改
作
侯

一
、
軒
廊
陣
座
宜
陽
殿
井
藤
所
此
度
様
少
ミ
相
違
候
様
二
相
見
候
、

先
規
之
通
相
違
無
之
哉
、
猶
遂
吟
味
可
窺
事

一
、
軒
廊
紫
窟
殿
陣
座
作
合
柱
間
等
最
前
之
卜
相
違
候
様
二
相
見

候
、
最
前
之
図
二
合
セ
作
合
卜
相
見
候
様
二
可
改
事
、
但
以
図

可
窺
事

一
、
常
御
殿
下
殿
等
北
へ
二
間
同
前
御
作
法
之
時
相
支
候
間
板
敷

ヲ
上
ケ
申
事

一
、
御
殿
中
御
上
段
塗
縁
已
外
此
度
悉
白
木
二
可
改
事

内
侍
所
や
紫
窟
殿
、
陣
座
な
ど
の
十
二
箇
所
に
つ
い
て
、
回
縁
、
敷

居
の
様
式
、
材
質
、
あ
る
い
は
軒
廊
の
広
さ
な
ど
の
改
作
を
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
右
に
あ
げ
た
十
二
箇
所
に
つ
い
て
、
以
前
関

白
家
熙
よ
り
基
熙
を
通
じ
て
幕
府
側
へ
「
先
格
」
の
規
格
に
す
る
か
ど

う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
日
庭
田
前
大
納
言
重
条
、
高
野
大
納
言

保
春
両
武
家
伝
奏
か
ら
所
司
代
よ
り
「
可
為
如
先
規
」
と
の
返
答
が
あ

っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
四
日
後
の
二
十
八
日
に
は
近
衛
基
熙
は
京
大

工
頭
中
井
主
水
正
正
知
と
対
談
し
て
い
る
。
こ
れ
は
詳
し
い
事
柄
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
改
作
の
次
第
を
受
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。⑨
 

宝
永
六
年
八
月
十
＿
―
-
日
に
は
、
摂
政
家
熙
の
書
付
が
送
ら
れ
て
き
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
近
衛
家
熙
）

自
摂
政
今
度
新
内
裏
御
普
請
所
ミ
不
叶
旧
儀
事
有
之
、
初
以
書
付

（

マ

マ

）

（

松

平

信

腐

）

（

将

軍

）

被
達
諸
司
代
云
ミ
、
此
事
先
日
委
細
申
候
、
去
年
以
来
東
武
下
知

（
家
宜
）

以
外
之
事
共
也
、
子
細
難
記
、
然
而
去
三
月
以
後
自
当
大
樹
聯
有

内
意
哉
、
雖
然
去
年
既
治
定
之
間
不
及
委
細
事
哉
、
所
詮
此
辺
毎

事
急
ミ
之
御
所
望
而
巳
、
伯
及
此
沙
汰
者
也
、
心
中
之
事
難
記
候

こ
の
よ
う
に
、
基
熙
は
摂
政
家
熙
よ
り
所
々
の
普
請
に
つ
い
て
「
旧

儀
」
に
か
な
わ
な
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。
•
こ
の
こ
と
は
、
三
月
以
後

の
将
軍
家
宣
の
内
意
か
、
と
い
ぶ
か
り
な
が
ら
幕
府
へ
の
不
満
を
示
し

て
い
る
。

ま
た
、
八
月
十
五
日
に
は
、
基
熙
は
摂
政
家
熙
と
言
談
し
た
際
、
内

裏
普
請
の
こ
と
に
も
ふ
れ
、
「
新
内
裏
先
日
之
外
数
十
ケ
所
作
違
云
ミ
、

言
語
道
断
次
第
也
」
と
あ
る
。
九
月
四
日
に
は
、
摂
政
家
煕
か
ら
基
熙

（
庭
田
重
条
・
高
野
保
春
）

宛
の
書
状
で
は
、
「
禁
裏
御
普
請
所
ミ
改
作
事
、
両
伝
奏
・
議
奏
等
相

共
巡
見
、
其
後
書
付
遣
諸
司
旨
也
」
と
、
武
家
伝
奏
や
議
奏
衆
が
紫
痕

殿
、
清
涼
殿
、
記
録
所
の
唐
戸
、
踏
石
、
．
回
縁
の
改
作
箇
所
に
つ
い
て
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宝
永
六
（
一
七
0
九
）
年
正
月
十
日
に
五
代
将
軍
網
吉
は
奨
去
し
た
。

十
四
日
に
は
京
中
に
も
触
れ
が
だ
さ
れ
た
。
翌
十
五
日
に
は
内
裏
普
請

は
と
り
や
め
ら
れ
て
い
る
。

網
吉
の
斃
去
は
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
幕
府
が
服
忌
令
を
規
定
し

て
以
来
、
は
じ
め
て
の
将
軍
の
死
去
で
あ
っ
た
。
幕
府
で
は
、
故
綱
吉

に
か
か
る
忌
服
期
間
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
問
題
と

な
っ
た
。
幕
府
は
家
宣
の
側
用
人
で
あ
る
間
部
越
前
守
詮
房
を
通
じ
て

基
熙
と
幾
度
か
網
吉
の
服
忌
を
ど
の
く
ら
い
に
し
た
ら
よ
い
か
、
問
い

合
わ
せ
て
い
る
。

基
熙
は
正
月
二
十
五
日
付
け
で
次
に
あ
げ
る
箇
条
を
間
部
越
前
守
ヘ

申
し
送
っ
て
い
る
。

一
、
今
度
御
忌
服
事
、
被
用
一
年
御
服
候
哉
承
度
候
事
、
若
一
年

を
被
用
候
者
、
将
軍
宣
下
以
下
明
年
春
迄
も
御
延
引
二
て

御
座
候
哉
、
退
て
加
愚
案
侯
処
、
為
養
子
着
服
之
事
古
今
先

例
可
在
其
人
之
志
事
之
様
相
見
候
欺
、
然
者
今
度
事
御
忌
ハ

(
1
)
 
網
吉
の
奨
去

2

服
忌
と
の
か
か
わ
り

巡
回
し
協
議
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
吾
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を

へ
て
、
九
月
二
十
六
日
に
は
、
新
造
御
所
の
請
け
取
り
は
行
わ
れ
、
十

⑩
 

一
月
十
六
日
に
は
、
中
御
門
天
皇
の
移
徒
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
十
日
・
御
服
ハ
百
五
十
日
可
為
的
当
理
歎
之
由
存
候
事

一
、
右
之
道
理
候
ヘ
ハ
、
将
軍
宣
下
等
ハ
九
月
比
を
被
用
可
然

歎
と
存
候
事

一
、
禁
裏
仙
洞
造
営
之
事
、
定
而
五
旬
已
後
可
被
仰
付
哉
と
存
候
、

弥
左
様
に
被
仰
付
可
然
か
と
存
候
、
子
細
ハ
凡
太
神
宮
諸
社

造
営
修
理
等
ハ
各
別
之
事
候
、
造
内
裏
等
二
＿
―
-
ヶ
月
相
延
申

候
と
て
も
少
も
不
苦
事
候
欺
之
事

一
、
両
院
御
殿
御
造
営
畢
已
後
御
移
徒
以
下
之
事
、
被
択
吉
月
候

ま
て
の
事
候
ヘ
ハ
、
何
之
障
無
之
候
哉
事

（
東
山
天
皇
）

一
、
右
之
子
細
二
付
御
譲
位
之
事
、
主
上
ニ
ハ
一
日
も
早
ク
ト

（
マ
マ
）

被
覚
召
由
候
へ
と
も
、
強
て
此
段
主
上
御
願
に
て
ハ
無
之
、

第
一
女
中
な
と
一
日
も
早
ク
御
譲
位
ヲ
願
は
れ
候
よ
し
、
又

諸
臣
之
中
に
も
左
様
二
存
候
人
有
之
候
由
二
候
事

一
、
御
譲
位
御
即
位
以
下
二
付
、
先
年
毎
事
省
略
散
ミ
之
儀
等
有

之
候
、
至
手
今
諸
人
嘲
暁
、
此
事
殊
諸
役
人
困
窮
仕
候
、
何

と
そ
此
節
近
例
ノ
通
二
御
沙
汰
な
さ
れ
被
進
候
様
二
と
願
存

候
事

一
、
御
譲
位
若
四
月
な
と
に
て
も
御
座
候
ヘ
ハ
、
院
布
衣
始
以
下

取
加
、
別
而
事
か
し
ま
し
く
罷
成
申
へ
く
と
存
候
事

＾
後
略
＞

こ
れ
に
よ
る
と
、

1
、
忌
服
を
一
年
と
す
る
と
、
将
軍
宣
下
は
明
年
・

春
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
先
例
に
な
ら
い
、
家
宣
は
養
子
の
た
め
、
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今
回
は
忌
を
五
十
日
、
服
を
百
五
十
日
と
す
る
の
が
道
理
で
は
な
い
か
。

2
、
ゆ
え
に
、
将
軍
宣
下
は
九
月
と
ろ
が
適
当
で
は
な
い
か
。

3
、
内

裏
造
営
は
忌
明
け
の
五
十
日
以
後
に
し
、
二
、
三
月
延
び
て
も
差
し
支

え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

5
、
譲
位
即
位
以
下
に
つ
い
て
は
、
先
年
毎
事

省
略
し
、
散
々
で
あ
っ
た
の
で
諸
人
嘲
膵
し
て
い
る
。
殊
に
諸
役
人
困

窮
し
て
い
る
の
で
近
例
の
通
り
に
進
め
て
ほ
し
い
。

6
、
譲
位
の
時
期

は
、
も
し
四
月
頃
行
う
と
院
布
衣
な
ど
を
取
り
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
定
め
な
い
よ
う
暗
に
促
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
と
に
か
く
譲
位
は
七
八
月
頃
、
院
の
移
徒
と
「
其
地
」

（
幕
府
）
よ
り
仰
せ
入
れ
ら
る
よ
う
に
。
ま
た
、
譲
位
要
脚
な
ど
の
こ
と

も
あ
り
、
先
に
幕
府
は
所
司
代
松
平
紀
伊
守
を
通
じ
て
朝
廷
に
言
上
し

た
が
、
心
良
く
な
い
返
事
で
あ
っ
た
の
で
、
公
武
の
た
め
に
は
よ
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
内
裏
、
仙
洞
両
御
殿
六
、
七
月
造
営
終
了
予
定
で
あ

る
か
ら
、
譲
位
は
七
、
八
、
九
月
の
間
に
と
、
「
其
地
」
（
幕
府
）
よ
り
仰

せ
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
「
密
<
」
に
願
う
旨
を
基
煕
は
家
宣
側
用

人
間
部
越
前
守
に
伝
え
て
い
る
。
二
月
二
十
日
に
は
基
熙
に
家
宣
御
台

所
熙
子
側
用
人
堀
源
左
衛
門
正
勝
よ
り
間
部
越
前
守
の
内
意
を
伝
え
る

書
状
が
届
い
た
。

一
、
今
度
御
忌
服
之
事
、
被
用
一
年
御
服
候
哉
、
被
聞
召
度
思
召

候
旨
奉
得
其
意
候
、
御
忌
五
十
日
・
服
十
二
月
御
用
之
御
事

二
御
座
候
、
将
軍
宣
下
者
御
忌
被
為
明
候
て
先
御
代
替
之

御
礼
諸
大
名
・
諸
役
人
・
諸
旗
本
申
上
、
其
以
後
将
軍
宣

下
之
御
事
御
先
代
之
御
例
二
御
座
候
得
者
、
今
度
も
其
御
格

式
二
可
有
御
座
御
沙
汰
云
ミ
、
尤
、
御
忌
被
為
明
候
已
後
御

服
者
無
御
構
御
先
例
二
御
座
侯
得
者
、
四
月
五
月
之
比
将
軍

宣
下
之
御
沙
汰
可
被
仰
進
哉
と
奉
存
候

一
、
両
院
御
殿
御
造
畢
御
服
移
促
巳
後
御
譲
位
御
儀
二
付
、
思

召
之
御
事

一
、
御
譲
位
御
即
位
以
下
二
付
、
先
年
毎
事
被
省
略
之
儀
有
之
、

諸
人
嘲
晦
諸
役
人
困
窮
仕
候
得
者
、
此
節
近
代
之
通
御
沙
汰

被
成
、
被
進
候
様
二
と
之
御
事

一
、
御
譲
位
之
御
時
節
七
・
八
・
九
月
之
間
二
と
被
仰
進
候
様
二

と
之
御
事
、
依
之
近
代
御
譲
位
之
御
吉
例
御
書
付
、
右
之
段

ミ
思
召
之
通
逐
一
言
上
仕
候
、
万
事
御
首
尾
不
宣
候
得
者
、

公
武
之
御
為
如
何
と
思
召
之
旨
、
乍
憚
尤
之
御
儀
奉
存
候

⑪
 

＾
後
略
＞

ー
、
網
吉
の
服
は
一
年
を
用
い
る
服
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
家
宣

は
思
召
に
な
っ
た
の
で
、
忌
を
五
十
日
、
服
を
十
二
月
用
い
る
、
と
し

て
い
る
。

2
、
先
代
の
例
に
な
ら
い
、
将
軍
宣
下
は
忌
明
け
て
代
替
わ

り
の
礼
、
将
軍
宣
下
を
行
う
。

3
、
尤
も
、
忌
明
け
て
以
後
は
差
し
支

え
な
い
こ
と
と
、
先
例
に
あ
る
の
で
、
四
、
五
月
頃
将
軍
宣
下
の
沙
汰

が
あ
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

4
、
両
院
御
殿
造
営
終
了
以
後
、
移
徒

譲
位
の
順
と
家
宣
の
思
召
で
あ
る
。

5
、
譲
位
、
即
位
以
下
に
つ
い
て

先
年
は
毎
事
省
略
が
あ
っ
た
の
で
、
諸
人
は
嘲
晦
し
、
諸
役
人
は
困
窮
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し
た
の
で
、
こ
れ
は
近
代
の
通
り
沙
汰
す
る
こ
と
。

6
、
譲
位
の
時
節

は
、
七
、
八
、
九
月
の
間
に
行
い
た
い
こ
と
や
近
代
の
例
な
ど
は
思
召

の
と
お
り
家
宣
に
言
上
し
た
。

7
、
以
上
の
こ
と
を
家
宣
の
思
召
を
逐

一
言
上
し
、
万
事
よ
く
な
か
っ
た
ら
、
公
武
の
た
め
ど
う
か
と
の
基
熙

の
思
召
は
至
極
も
っ
と
も
で
あ
る
と
い
う
、
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
基
熙
の
願
い
に
沿
っ
た
形
と
な
っ
た
。

浄
光
院
の
斃
去

綱
吉
の
御
台
所
浄
光
院
も
網
吉
斃
去
後
ま
も
な
く
宝
永
六
年
二
月
九

⑲
 

日
に
斃
去
し
た
。
幕
府
か
ら
所
司
代
松
平
紀
伊
守
を
通
じ
て
、
十
六
日

に
庭
田
前
大
納
言
、
高
野
大
納
言
両
武
家
伝
奏
に
浄
光
院
斃
去
が
伝
え

ら
れ
た
。

綱
吉
に
つ
い
で
浄
光
院
の
忌
服
は
、
ど
の
よ
う
に
内
裏
普
請
と
か
か

わ
っ
て
く
る
の
か
、
朝
廷
で
も
幕
府
で
も
協
議
さ
れ
た
。

内
裏
普
請
に
つ
い
て
、
二
月
十
七
日
に
は
、
次
に
あ
げ
る
霊
元
上
皇

の
旨
を
梅
小
路
中
納
言
共
方
、
藤
谷
前
中
納
言
為
茂
両
院
伝
奏
が
武
家

伝
奏
庭
田
前
大
納
言
へ
伝
え
た
。

（松

禁
裏
御
所
方
御
普
請
之
儀
こ
な
た
に
さ
へ
御
構
無
之
候
者
、
紀

平
信
庸
）

伊
守
心
得
二
て
御
中
陰
之
内
二
も
取
懸
り
候
様
二
と
関
東
へ
可
申

遣
哉
之
旨
先
日
申
上
リ
、
其
節
此
義
ハ
一
筋
有
之
事
候
へ
と
も
御

（

普

請

力

）

（

御

中

陰

力

）

中
陰
之
内

□口
候
事
先
例
も
御

□□
被
遊
候
間
、
ロ
ロ

□明
候
て

（
網
吉
御
台
所
信
子
）

御
沙
汰
可
然
思
召
候
由
被
仰
出
候
、
然
処
浄
光
院
殿
斃
去
候
口
去

（
網
吉
）

浄
光
院
殿
御
事
ハ
故
大
樹
と
ハ
御
ち
が
い
も
候
間
、
紀
伊
守
ハ
じ

め
御
普
請
に
か
A
り
候
輩
不
混
穣
侯
や
う
い
た
し
、
来
月
早
ミ
£

（
東
山
天
皇
）

被
始
候
様
二
と
紀
伊
守
へ
可
被
仰
遣
思
召
也
、
此
段
禁
裏
へ
可
言

⑱
 

上
之
由
也
、

A
後
略
＞

内
裏
御
所
普
請
は
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
る
の
で
、
所
司
代
松
平
紀

伊
守
の
裁
量
に
よ
り
、
中
陰
の
内
に
も
取
り
掛
か
る
こ
と
を
、
幕
府
へ

申
し
遣
わ
す
の
は
ど
う
か
と
の
旨
を
先
日
霊
元
上
皇
側
に
申
し
入
れ
た
。

霊
元
上
皇
の
思
召
は
、
こ
の
件
は
中
陰
の
内
に
、
普
請
し
た
と
の
先
例

も
な
く
、
中
陰
明
け
て
沙
汰
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
将

軍
で
あ
っ
た
故
網
吉
と
は
ち
が
う
の
で
、
紀
伊
守
は
じ
め
普
請
に
か
か

わ
る
も
の
は
、
稼
が
ま
ざ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
来
月
早
々
よ

り
普
請
再
開
す
る
よ
う
所
司
代
松
平
紀
伊
守
へ
仰
せ
遣
わ
す
よ
う
に
と

の
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
禁
裏
（
東
山
天
皇
）
も
「
仙
洞
（
霊
元
上
皇
）
思

召
と
御
同
前
之
由
」
の
旨
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
院
伝
奏
梅
小
路
中
納
言

は
、
「
密
く
」
と
し
て
先
日
霊
元
上
皇
の
思
召
の
趣
を
院
付
武
士
山
田

伊
勢
守
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
へ
申
し
達
し
、
稼
が
ま
ざ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
了
解
し
て
い
る
旨
も
武
家
伝
奏
庭
田
前
大
納
言
に
伝
え
て

い
る
。こ
れ
を
う
け
て
、
翌
十
八
日
に
は
庭
田
前
大
納
言
、
高
野
大
納
言
両

武
家
伝
奏
が
所
司
代
松
平
紀
伊
守
の
も
と
へ
赴
き
、
幕
府
へ
仰
せ
遣
わ

す
こ
と
は
、
霊
元
上
皇
も
同
意
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。

昨
日
被
仰
出
候
思
召
之
趣
、
関
東
へ
可
被
仰
遣
哉
否
之
儀
、
被
尋
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下
候
御
念
入
侯
御
事
な
る
程
被
仰
遣
可
宜
之
旨
被
申
之
通
令
言
上

候
左
様
候
ハ

A

、
弥
可
被
仰
遣
之
間
、
関
東
へ
宜
被
申
達
候
様
と

御
気
色
候
、
則
書
付
相
渡
了
者
候
ヘ
ハ
、
奉
り
早
速
関
東
へ
可
申

越
之
由
申
之
書
付
者
昨
日
御
覧
之
通
也
、
亜
相
殿
御
政
務
此
節
御

（
綱
吉
御
台
所
信
子
）

手
紙
可
有
御
座
侯
承
ノ
御
精
進
之
上
浄
光
院
殿
斃
去
二
付
、
弥
御

精
進
御
続
被
成
候
得
者
、
御
機
嫌
之
程
無
御
心
元
思
召
侯
、
此
度

之
儀
被
准
御
養
母
州
日
五
ヶ
月
之
御
忌
服
二
て
、
其
内
廿
日
之
御

日
数
も
立
候
者
、
早
速
御
精
進
被
為
解
候
様
二
と
御
沙
汰
候
、
旧

冬
麻
疹
御
煩
之
御
諮
候
者
、
別
て
無
御
心
元
思
召
候
、
此
段
関

東
え
宜
被
申
入
之
旨
、
御
気
色
候
、
以
上

（
重
条
）

二

月

十

八

日

庭

田

前

大

納

言

（
保
春
）

高
野
大
納
言

（
信
庸
）
⑭

松
平
紀
伊
守
殿

二
月
二
十
九
日
に
は
、
関
白
家
熙
は
基
熙
宛
に
書
状
で
、
浄
光
院
の

服
忌
の
期
間
は
一
応
養
母
に
准
し
、
忌
三
十
日
、
服
五
十
日
と
す
る
、

内
裏
御
所
普
請
は
、
来
月
早
々
再
開
す
る
、
浄
光
院
へ
贈
従
一
位
を
願

う
な
ど
と
い
っ
た
武
家
奉
書
の
内
容
を
所
司
代
松
平
紀
伊
守
よ
り
窺
っ

た
旨
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
裏
普
請
に
つ
い
て
は
、
綱
吉
、
浄
光
院
の
服
忌
に

よ
る
稼
を
さ
け
る
よ
う
に
考
慮
し
つ
つ
、
幕
府
、
朝
廷
で
討
議
さ
れ
た

⑮
 

の
で
あ
る
。

宝
永
六
年
三
月
二
十
五
日
、
関
白
家
熙
は
基
熙
へ
来
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る
天
皇
元
服
の
た
め
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
申
し
述
べ

た
。
約
半
年
後
の
九
月
八
日
に
は
、
東
山
天
皇
の
旨
を
伝
え
る
形
で
櫛

笥
大
納
言
隆
賀
が
基
熙
を
訪
ね
た
。

以
下
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。

（
東
山
天
皇
）

新
院
仰
云
明
春
可
有
天
皇
元
服
加
冠
之
事
可
勤
仕
、
且
相
国
之

事
可
拝
任
、
若
依
病
気
雖
不
能
其
儀
暫
時
令
拝
任
可
譲
摂
政
旨
可

相
存
之
、
弥
於
令
状
者
近
日
可
被
仰
関
東
御
内
意
之
旨
也
者
申
御

請
言
畏
承
了
、
第
一
御
元
服
之
事
近
来
不
及
御
沙
汰
今
度
再
興
事

（
マ
マ
）

所
令
歓
喜
也
、
依
初
即
闊
之
事
可
拝
任
之
旨
頗
余
慶
不
過
之
、
尤

雖
可
固
辞
事
当
時
無
其
仁
上
者
不
論
是
非
畏
了
、
此
旨
宜
敷
被
奏

之
者
彼
亜
相
示
云
心
中
令
安
堵
了
、
兼
て
院
御
気
色
若
雖
無
領

状
強
可
進
申
旨
固
所
蒙
仰
也
、
然
即
令
被
申
領
掌
於
一
身
歓
喜
不

（
近
衛
前
久
）

過
之
旨
返
ミ
歓
喜
了
、
抑
相
国
事
東
求
院
殿
以
来
五
家
井
清
華
等

（
基
照
）

拝
任
似
断
絶
今
度
於
御
元
服
事
愚
老
可
任
之
条
頗
似
有
面
目
於
当

世
耀
無
比
肩
人
今
日
亦
如
此
是
有
神
明
哉
、
譲
摂
政
者
既
父
子
掘

栄
花
可
慎
ミ
ミ

整
理
す
る
と
、

1
、
基
熙
が
明
春
行
わ
れ
る
天
皇
の
元
服
の
儀
式
で

加
冠
役
を
務
め
る
こ
と
。
同
時
に
、
相
国
（
太
政
大
臣
）
に
任
ぜ
ら
れ
る

近
衛
基
熙
の
太
政
大
臣
任
官
に
つ
い
て
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こ
と
。

2
、
も
し
、
病
気
に
よ
り
加
冠
役
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
し
ば
ら
く
拝
任
し
、
後
に
摂
政
家
熙
に
譲
る
こ
と
。

3
、
そ
れ

を
承
認
す
る
な
ら
近
日
中
に
幕
府
へ
申
し
入
れ
る
、
と
い
う
の
で
基
熙

は
畏
ま
っ
て
御
請
け
し
た
。
基
熙
は
こ
の
こ
と
に
大
い
に
歓
喜
し
て
い

る。
続
い
て
、
基
熙
は
自
分
が
知
る
と
こ
ろ
の
太
政
大
臣
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
近
衛
前
久
）

又
相
国
事
東
求
院
殿
以
来
子
細
無
知
人
、
此
事
後
水
尾
院
・
後

西
院
仰
槌
承
之
、
既
難
記
委
細
日
記
少
ミ
焼
失
、
依
無
事
序
不
慮

打
過
今
日
思
出
趣
聯
注
之
莫
謂
ミ
<
‘
凡
相
国
事
当
時
殊
有
名
無

（
将
軍
）

実
故
、
東
武
為
贈
官
五
家
清
華
等
不
被
任
也
、
且
為
栄
耀
武
威
内

ミ
被
思
召
定
若
又
有
時
節
有
御
元
服
御
沙
汰
等
者
武
家
拝
任
相

国
可
有
加
冠
儀
哉
之
旨
兼
ミ
被
仰
武
辺
云
ミ
、
但
此
事
不
及
広
云

ミ
、
今
日
於
関
東
既
無
知
右
件
子
細
人
哉
、
朝
廷
尤
定
て
雖
可
有

注
置
人
等
閉
口
哉
、
去
年
御
元
服
事
被
仰
関
東
之
首
尾
曽
以
不
存

（
基
熙
）

召
以
無
音
事
済
後
被
談
之
、
其
時
愚
老
不
慮
忘
却
不
令

（
近
衛
家
煕
）

（
近
衛
基
熙
・
家
熙
）

之
、
摂
政

沙
汰
所
詮
叶
時
宜
者
哉
、
所
察
世
人
愚
父
子
相
企
如
此
哉
之
由
可

存
候
哉
、
於
愚
老
不
願
之
不
思
出
無
私
意
条
奉
任
神
明
仏
口
者
也

⑯
 

基
熙
は
太
政
大
臣
に
つ
い
て
東
求
院
（
近
衛
前
久
）
以
来
子
細
知
る
人

が
な
く
、
か
つ
て
後
水
尾
天
皇
、
後
西
天
皇
か
ら
の
仰
せ
を
思
い
出
し

て
み
る
と
、
当
時
、
太
政
大
臣
は
「
有
名
無
実
」
と
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
武
威
を
示
す
た
め
東
武
（
将
軍
）
に
贈
官
し
て
い
た
こ
と
。
天
皇
の

元
服
の
役
儀
の
さ
い
に
は
、
武
家
が
太
政
大
臣
に
拝
任
し
、
加
冠
の
役

を
務
め
る
こ
と
を
、
以
前
よ
り
武
家
方
は
申
し
出
で
て
い
た
。
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
く
行
き
渡
ら
ず
、
今
日
幕
府
で
は
こ
の
子

細
を
知
る
人
は
い
な
い
こ
と
。
朝
廷
方
は
、
注
記
す
る
人
が
あ
っ
て
も
、

口
を
閉
ざ
し
て
い
る
こ
と
。
去
年
御
元
服
に
つ
い
て
幕
府
へ
仰
せ
ら
れ

た
首
尾
は
全
く
知
ら
ず
、
摂
政
が
処
理
し
た
後
に
話
を
聞
い
た
こ
と
な

⑰
 

ど
を
書
き
留
め
て
い
る
。

幕
府
側
で
も
基
熙
が
太
政
大
臣
に
任
官
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
新

井
白
石
、
間
部
詮
房
の
間
で
協
議
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
て

（
間
部
詮
房
）

い
な
い
が
、
『
新
井
白
石
日
記
』
九
月
四
日
条
に
は
、
「
越
前
守
殿
対
談
、

⑱
 

太
政
大
臣
考
之
事
被
仰
せ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
期
的
に

み
て
故
綱
吉
、
家
宣
両
将
軍
の
こ
と
で
は
な
く
、
基
熙
の
太
政
大
臣
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
九
月
二
十
九
日
に
は
、
将
軍
家
宣
御
台
所
熙
子
御
側
用
人
か

ら
の
種
々
の
問
い
合
わ
せ
と
と
も
に
、
熙
子
か
ら
の
書
状
が
届
き
、
基

（
基
熙
）

熙
が
「
愚
老
可
任
相
国
事
如
不
可
辞
退
猶
被
蒙
仰
者
可
申
領
状
、
且
又

（
家
宜
）

如
此
事
家
門
栄
耀
悦
思
給
之
由
懇
切
也
、
可
通
大
樹
内
意
旨
也
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
基
熙
に
太
政
大
臣
拝
任
を
承
諾
す
る
よ
う
強
く
勧

め
、
ま
た
こ
れ
は
近
衛
家
に
と
っ
て
は
「
家
門
栄
耀
」
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
。

十
月
九
日
に
は
、
庭
田
、
高
野
両
武
家
伝
奏
が
基
熙
と
対
面
し
、
太

政
大
臣
就
任
を
申
し
入
れ
た
。
相
国
宣
下
は
十
月
二
十
五
日
行
わ
れ
た
。
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基
熙
は
近
衛
前
久
以
来
、
公
家
で
は
は
じ
め
て
江
戸
時
代
に
入
り
太
政

大
臣
に
就
任
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
相
国
宣
下
で
基
熙
は
名
目
上
で
は
中
御
門
天
皇
の

「
来
春
御
元
服
」
の
た
め
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
九
月
八
日
の

櫛
笥
大
納
言
と
の
対
談
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
基
熙
も
周
囲
も
当
初
か

ら
太
政
大
臣
を
摂
政
に
譲
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。

十
一
月
一
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
庭
田
重
条
・
高
野
保
春
）
（
東
山
上
皇
）

武
家
両
人
来
伝
新
院
仰
云
、
相
国
事
去
廿
七
日
申
辞
退
之
事
被

聞
召
、
起
居
不
自
由
切
拝
賀
等
之
事
一
向
難
勤
旨
申
条
同
被
聞
召
、

雖
然
扶
老
屈
御
元
服
時
節
可
勤
仕
旨
御
懇
云
ミ
畏
承
了
、
但
所
労

数
年
、
当
時
別
て
雖
加
保
養
疱
疾
之
間
無
其
減
、
只
辞
退
之
外
無

術
条
、
能
ミ
可
令
沙
汰
給
旨
相
示
了

任
官
さ
れ
て
二
日
後
に
は
基
熙
は
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
太
政
大
臣

を
辞
退
す
る
旨
を
申
し
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
山
上
皇
は
、

「
扶
老
屈
」
し
て
で
も
、
つ
ま
り
杖
を
つ
い
て
で
も
、
中
御
門
天
皇
の

元
服
の
役
儀
を
勤
め
る
よ
う
切
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
基
煕
は
辞
退

の
意
志
が
す
で
に
か
た
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
五
日
に
は
、

（

庭

田

重

条

・

高

野

保

春

）

（

東

山

上

皇

）

両
伝
奏
於
閑
所
申
云
、
兼
所
申
入
之
辞
退
事
令
奏
新
院
被
聞
召
了
、

即
明
日
両
伝
奏
向
諸
司
方
辞
退
之
事
可
仰
出
、
又
相
国
事
可
被
譲

摂
政
旨
兼
所
有
御
沙
汰
之
趣
可
相
達
関
東
旨
被
仰
出
旨
也
、
畏
悦

ミ
ミ
、
猶
能
可
令
沙
汰
給
旨
示
了

東
山
上
皇
も
基
熙
の
太
政
大
臣
辞
退
の
旨
を
了
承
し
た
。
庭
田
・
高

野
両
伝
奏
は
所
司
代
松
平
紀
伊
守
へ
基
熙
の
辞
退
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

摂
政
家
熙
に
太
政
大
臣
は
譲
る
趣
で
あ
る
こ
と
を
幕
府
へ
達
す
る
よ
う

に
伝
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
基
熙
は
、
中
御
門
天
皇
元
服
儀
式
に
お
い
て
加
冠
役

を
す
る
こ
と
な
く
、
任
官
期
間
は
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま

で
短
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
元
服
加
冠
の
役
儀
は
、
摂
政
た
る
太
政
大
臣
が
行
う
こ
と
が
慣

⑲
 

例
と
な
っ
て
い
た
。
勘
案
す
る
と
、
当
初
か
ら
太
政
大
臣
は
前
左
大
臣

基
熙
よ
り
む
し
ろ
摂
政
家
熙
が
任
官
さ
れ
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
。

基
熙
自
身
、
「
於
当
世
栄
耀
無
比
肩
人
」
と
自
負
し
て
い
る
こ
と
、
東

山
上
皇
か
ら
太
政
大
臣
拝
任
を
勧
め
ら
れ
た
と
き
に
、
「
尤
雖
可
固
辞

⑳
 

当
時
無
其
仁
上
者
不
論
是
非
畏
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
線
を
退
い
て

も
朝
廷
で
あ
る
程
度
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
家
宣
が
将
軍
に
就
任
し
て
以
来
、
幕
府
は
数
々
「
用
事
」
と
し
て
、

主
に
有
職
故
実
に
関
す
る
事
柄
を
基
煕
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。

宝
永
六
年
九
月
七
日
に
は
、
関
東
に
下
向
し
て
い
た
近
衛
家
家
僕
進

藤
大
和
守
泰
通
か
ら
基
熙
宛
の
書
状
に
は
、
将
軍
網
吉
の
と
き
の
政
務

は
、
何
事
も
「
不
法
」
で
あ
り
、
当
代
の
将
軍
家
宣
の
政
務
は
「
難
渋
」

基
熙
の
対
人
関
係
に
つ
い
て
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し
て
い
る
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
側
用
人
間
部
越
前
守
詮
房
を
は
じ
め
、

老
中
小
笠
原
佐
渡
守
長
重
、
秋
元
但
馬
守
喬
朝
ら
「
賢
者
」
の
働
き
に

よ
り
政
務
は
徐
々
に
良
好
に
な
り
つ
つ
あ
る
旨
を
書
き
送
っ
て
き
て
い

る
。
特
に
間
部
越
前
守
に
つ
い
て
は
、
基
熙
は
日
記
に
「
古
今
無
比
類

忠
臣
也
」
、
「
公
武
大
切
候
人
也
」
と
記
し
て
お
り
、
間
部
の
勤
め
ぶ
り

に
一
目
置
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
宝
永
七
年
正
月
二
十
三
日
に
は
、
摂
政
家
熙
か
ら
、
所
司
代

松
平
紀
伊
守
を
通
じ
て
将
軍
家
宣
が
、
皇
室
の
由
緒
寺
院
で
あ
る
泉
涌

（
家
宜
）

寺
、
般
舟
院
へ
香
典
を
献
じ
た
の
は
、
「
雖
無
先
例
、
有
大
樹
思
召
被

進
之
云
ミ
、
尤
親
切
之
至
也
」
と
し
、
ま
た
江
戸
に
滞
在
中
家
宣
と
対

面
し
た
際
に
は
、
「
朝
廷
事
等
御
親
切
之
至
、
催
涙
感
而
已
、
先
月
以

来
毎
ミ
温
和
体
惣
、
可
謂
聖
君
欺
」
と
あ
り
、
基
煕
は
家
宣
に
た
い
ヘ

ん
好
感
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
（
宝
永
七
年
五
月
十
五
日
）
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
基
熙
が
家
宣
、
詮
房
に
対
し
て
、
私

的
な
感
情
を
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
直
に
実

際
の
政
務
に
お
い
て
も
両
者
の
間
が
良
好
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
少

し
安
易
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
次
は
、
実
際
に
朝
幕
に
お
け
る
基
熙
の
位
置
を
見
て
い
き
た

、。，
 
家
宣
の
将
軍
宣
下
を
例
に
と
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

宝
永
六
年
正
月
二
十
七
日
条
で
は
、
熙
子
の
自
筆
の
書
状
が
基
熙
の

も
と
に
届
き
、
「
将
軍
宣
下
等
之
事
、
大
概
八
月
九
月
」
に
な
る
だ

ろ
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
五
日
付
の
間
部
越
前
守
か
ら

基
煕
へ
の
書
状
で
は
故
将
軍
綱
吉
の
服
忌
を
ど
の
く
ら
い
に
定
め
る
か

と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
幕
府
側
は
「
四
、
五
月
之
比
将
軍
宣
下
」

を
希
望
し
て
い
る
旨
を
伝
え
て
い
る
（
二
月
二
十
日
）
、
二
月
十
八
日
条

に
は
関
白
家
熙
と
閑
談
の
さ
い
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
か
ら
い
つ
こ
ろ

将
軍
宣
下
を
行
っ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
を

話
題
に
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
私
的
な
問
い
合
わ
せ
の
ほ
か
に
も
、
所
司

代
（
松
平
紀
伊
守
）
ー
'
—
武
家
伝
奏
（
庭
田
前
大
納
言
、
高
野
大
納
言
)
|
|
＇
関

白
冠
衛
家
煕
）
の
正
式
ル
ー
ト
と
の
折
衝
も
行
わ
れ
て
お
り
、
図
に
示

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
•
9
.
,
•

は
文
意
よ
り
推
察
）

li家宣御台
所
熙
子

％
付
書
状

＾
 

％
 

関

白

盃

家

熙

）

＾

る

基

熙

間

部

越

前

守

詮

房

↑

'

1

1

,

＇>将軍

↓t
,
＇91
1
9
1
,
1
 

）
 

9
9
1
1
9
9
9
9
1
1
1
1
9
7
,
J
 

正
ふ
付
書
状

，
堀
源
左
衛
門
正
勝
（
煕
子
伽
用
人
）
｀

議
奏

―― 

r↑
伝

奏

新

井

白

石

'
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ニ

~
且
彗
，
＂
い
」
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図
の
よ
う
な
情
報
の
取
り
交
わ
し
が
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
行
わ
れ
、
三

月
三
日
に
は
、
所
司
代
松
平
紀
伊
守
信
庸
と
、
武
家
伝
奏
の
間
で
将
軍

宣
下
の
日
時
、
勅
使
関
東
下
向
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

将
軍
宣
下
之
事
、
関
東
御
障
中
明
候
て
、
早
速
被
宣
下
一
会

相
済
候
以
後
、

御
譲
位
御
受
禅
可
有
沙
汰
、
先
日
被
仰
聞
候
趣
相
違
候
処
、
将
軍

宣
下
勅
使
其
外
御
使
等
四
月
廿
六
日
江
府
御
着
候
可
相
談
之
旨

申
来
候
間
、
為
御
心
得
申
と
候
尚
又
追
ミ
[

L

J

候
、
以
上
（
信
庸
）

三

月

三

日

松

平

紀

伊

守

（
保
春
）

高
野
大
納
言
殿（重
条
）
R

庭
田
前
大
納
言
殿

こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
、
五
月
一
日
に
家
宣
の
将
軍
宣
下
、
六
月

二
十
一
日
に
は
東
山
天
皇
の
譲
位
、
慶
仁
親
王
（
中
御
門
天
皇
）
の
受
禅

が
執
り
行
わ
れ
た
。

次
に
基
熙
の
対
人
関
係
を
示
し
た
。
時
期
を
宝
永
六
年
正
月
か
ら
九

月
迄
と
限
定
し
た
。
ま
た
人
物
も
基
熙
と
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
さ
せ

る
た
め
に
左
に
あ
げ
る
特
定
で
き
る
人
物
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

月
9

.

，

'

（

家

熙

）

家
熙
と
の
閑
談
の
内
容
は
、
多
く
は
「
関
白
被
来
暫
言
談
」
と
詳
し

く
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
「
公
武
間
事
」
（
二
月
二
十
一
日
条
）

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
政
務
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

＠
 

熙
子
か
ら
の
書
状
は
、
大
五
郎
君
や
奥
向
き
の
様
子
を
伝
え
て
い
る

6基煕公記』による。数字は回数を示す）

が、家宣の内意を伝えたり、あるいは「自御壷祗候者、例如

有密書、用事等多也」（七月八日条）とあるように、密書の形

で政務の問い合わせを行ったと思われる。

関東では、間部越前守や熙子の側用人である堀正勝からの

「関東之用事」に関する問い合わせである。中井主水正とは、

御所造営について言談したと思われるものである。所司代松

平紀伊守が少なく思われるのは、この時期基熙は公的には一

線を退いているからであり、直接的な関係が少ないのはむし

ろ当然のことである。

宝永六年正月から九月までの間しかとりあげなかったが、

幕府の「用事」が問い合わせられるのは、家宣が将軍に就任

してからである。この時期の基熙は、幕府、朝廷双方におい

囀臼g靡正目問9慶棗人
遷 御^匝台 ＾ 左幕、-＾ 関、白ー／ 名
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基
煕
対
人
表
（
宝
永
六
年
正
月
し
九
月
）
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て
有
職
故
実
な
ど
に
関
し
て
大
き
く
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
第
一
章
で
と
り
あ
げ
た
宝
永
六
年
二
月
二
十
日
条
の
基
熙

か
ら
家
宣
側
用
人
間
部
越
前
守
宛
の
書
状
で
は
、
故
綱
吉
の
忌
服
の
取

り
決
め
に
関
し
て
、
家
宣
の
将
軍
宣
下
、
東
山
天
皇
の
譲
位
、
内
裏
御

所
普
請
の
日
程
を
い
つ
頃
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
記
事
が
み
ら
れ

る。

（
東
山
天
皇
）

一
、
右
之
子
細
二
付
、
御
譲
位
之
主
上
ニ
ハ
一
日
も
早
ク
ト
被
思

召
由
候
へ
と
も
、
強
て
此
段
主
上
御
願
に
て
無
之
、
第
一

女
中
な
と
一
日
も
早
ク
御
譲
位
ヲ
願
わ
れ
候
よ
し
、
又
諸
臣

之
中
に
も
左
様
二
存
候
人
有
之
候
由
二
候
事
八
中
略
＞

一
、
御
譲
位
若
四
月
な
と
に
て
も
御
座
候
ヘ
ハ
、
院
布
始
以
下
取

加
、
別
而
事
か
し
ま
し
く
罷
成
申
へ
く
と
存
候
事

右
之
子
細
共
有
之
候
ヘ
ハ
、
兎
角
御
譲
位
七
、
八
月
比
院
御
移

徒
と
自
其
御
地
被
仰
入
候
様
二
致
度
存
左
な
く
候
て
ハ
、
京
二
て

（
マ
マ
）
（
松

諸
事
お
つ
か
へ
も
可
有
之
候
御
譲
位
御
用
脚
な
と
の
事
ま
て
諸
司

平
信
開
）

代
承
申
候
て
其
御
地
へ
言
上
之
事
候
ヘ
ハ
、
彼
是
二
付
事
わ
丈
ま

し
く
と
存
候
ヘ
ハ
、
公
武
の
御
た
め
不
宜
儀
可
有
之
候
欺
、
所
詮

只
両
院
御
殿
六
、
七
月
之
間
二
と
其
地
よ
り
仰
入
ら
れ
候
様
に

と
返
ミ
相
願
申
候
＾
後
略
＞

朝
廷
内
で
、
東
山
天
皇
の
譲
位
の
日
程
を
一
日
で
も
早
く
行
う
、
ま

た
時
期
は
四
月
頃
執
り
行
い
た
い
、
と
す
る
動
苔
が
あ
っ
た
こ
と
を
基

お

わ

り

に

熙
は
察
知
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
動
向
を
抑
え
る
た
め
、
基
熙
は
家
宣

側
用
人
間
部
越
前
守
に
幕
府
か
ら
説
得
す
る
よ
う
暗
に
促
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
基
煕
は
幕
府
と
朝
廷
の
間
に
た
っ
て
い
わ
ば

調
停
役
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

以
上
、
宝
永
度
の
内
裏
普
請
を
起
点
に
し
て
、
太
政
大
臣
任
官
な
ど

基
煕
を
中
心
に
す
え
て
、
朝
幕
関
係
の
在
り
方
を
跡
づ
け
て
き
た
。
最

後
に
若
千
の
ま
と
め
と
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
む
す
び
に
か

え
た
い
。

宝
永
度
の
内
裏
造
営
は
、
将
軍
家
宣
に
な
っ
た
と
き
、
先
格
に
整
え

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
普
請
の
取
り
決
め
は
、
前
将
軍

綱
喜
段
階
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
内
裏
造
営
に
限
ら
ず
、
幕
府
の
対
朝
廷
政
策
に
つ
い
て
、
何
が

綱
吉
段
階
で
取
り
決
め
ら
れ
、
何
を
家
宣
は
引
苔
継
い
だ
の
か
と
い
う

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ふ
れ
る
こ
と
は
で
苔

な
か
っ
た
が
、
網
吉
の
段
階
で
宝
永
度
の
内
裏
造
営
で
は
、
七
四
三
六

坪
の
敷
地
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
回
行
わ
れ
た
延
宝
度
に

対
し
て
約
五
二
％
も
の
増
加
で
あ
っ
た
。

基
熙
の
太
政
大
臣
任
官
は
、
名
目
上
は
中
御
門
天
皇
の
元
服
の
た
め

の
加
冠
の
役
儀
の
た
め
と
は
い
え
、
公
家
で
は
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
・
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近
衛
前
久
が
太
政
大
臣
と
な
っ
て
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、

天
皇
元
服
の
加
冠
役
は
太
政
大
臣
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

家
宣
が
将
軍
に
就
任
し
て
以
来
、
す
で
に
一
線
を
退
い
て
い
る
基
熙

は
公
的
で
は
な
く
て
も
、
子
で
あ
る
関
白
近
衛
家
熙
、
家
宣
側
用
人
間

部
越
前
守
詮
房
を
介
し
て
朝
廷
と
幕
府
の
間
を
往
復
す
る
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
基
熙
の
役
割
は
、
基
熙
の
個
人
的
能
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
吾
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
役
割
が
最
大
に
発
揮
さ
れ
る

の
は
、
閑
院
宮
の
創
立
、
朝
鮮
通
信
使
の
応
接
儀
礼
を
新
井
白
石
と
と

も
に
整
え
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
を
個
人
的
な
恣
意
性
で
留
め
る

こ
と
な
く
、
幕
府
、
朝
廷
機
構
の
中
で
政
策
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
同
時
に
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
公
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
宝
永
期
は
霊
元
上
皇
が
院
政
を

行
っ
て
い
た
と
き
で
あ
り
、
こ
の
院
政
の
動
向
と
基
熙
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
く
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
、
残
さ
れ

＠
 

た
課
題
は
多
い
が
、
他
日
を
期
し
て
ひ
と
ま
ず
稿
を
閉
じ
た
い
。

注
①
徳
富
猪
一
郎
『
元
禄
享
保
中
間
時
代
』
（
『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
二
十
巻
、

民
友
社
、
一
九
二
六
年
）
、
三
上
参
次
『
江
戸
時
代
史
』
（
富
山
房
、
一
九
四

三
年
、
復
刊
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
六
年
）
、
栗
田
元
次
『
江
戸
時

代
史
』
（
内
外
書
籍
『
綜
合
日
本
史
大
系
』
第
九
巻
、
一
九
二
七
年
、
復
刊
、

近
藤
出
版
、
一
九
七
六
年
）
、
同
『
新
井
白
石
の
文
治
政
治
』
第
六
「
皇
運

の
確
保
と
文
化
の
促
進
」
石
崎
書
店
、
一
九
五
二
年
）
、
宮
崎
道
生
「
白
石

と
近
衛
基
熙
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
五
三
号
、
一
九
六
一
年
）
な
ど
。
こ
れ
ら

に
は
、
『
基
熙
公
記
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
白
石
と
基
煕
の
関
係
、

家
宣
の
尊
皇
思
想
と
い
っ
た
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
徳
富
『
元

禄
ー
』
は
、
『
基
煕
公
記
』
に
拠
り
つ
つ
論
述
し
て
お
り
、
特
に
第
五
章

で
は
「
近
衛
基
煕
」
を
設
け
て
い
る
。

③
『
基
熙
公
記
』
は
近
衛
基
熙
の
筆
に
よ
る
。
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
七

月
か
ら
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
ま
で
一
部
を
除
き
欠
年
な
く
残
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
基
熙
は
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
生
ま
れ
。
元
禄
三
（
一
六
九

0
)
年
正
月
十
三
日
か
ら
元
禄
十
六
年
正
月
十
四
日
ま
で
関
白
を
務
め
て
い

る
。
今
回
対
象
に
し
た
宝
永
五
、
六
年
は
、
基
熙
は
政
務
の
一
線
か
ら
は
退

い
で
い
る
が
、
子
家
煕
が
宝
永
四
（
一
七
0
七
）
年
十
一
月
二
十
七
日
よ
り

関
白
、
宝
永
六
年
六
月
二
十
一
日
に
は
摂
政
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
女
煕

子
は
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
十
二
月
に
家
宣
に
嫁
い
で
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
当
時
基
熙
は
関
白
家
熙
の
父
で
あ
り
、
将
軍
家
宣
の
岳
父
で
あ
る
。
な

お
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
『
基
熙
公
記
』
か
ら
の
引
用
箇
条
に
つ
い
て
は
本

文
中
に
月
日
を
示
し
、
注
は
省
略
す
る
。

③
近
世
の
内
裏
造
営
は
、
慶
長
度
、
寛
永
度
、
承
応
度
、
寛
文
度
、
延
宝
度

に
つ
ぎ
六
度
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
造
営
の
理
由
は
慶
長
度
は
家
康
の

進
上
に
よ
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
火
災
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
内
裏

造
営
を
扱
っ
た
代
表
的
な
論
著
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
平
井
聖

『
中
井
家
文
書
の
研
究
』
全
八
巻
（
特
に
宝
永
度
に
つ
い
て
は
、
第
五
巻

（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
0
年
）
）
、
藤
岡
通
夫
『
新
訂
京
都
御
所
』
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（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
七
年
）
。
こ
れ
ら
は
、
建
築
史
の
立
場
か

ら
論
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
名
の
手
伝
普
請
の
立
場
か
ら
は
、
善
積
美
恵

子
「
手
伝
普
請
に
つ
い
て
」
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
＋
四
、
一

九
七
六
年
）
の
中
で
御
所
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

④
『
通
誠
公
記
』
宝
永
五
年
三
月
廿
一
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

こ
れ
は
久
我
大
納
言
通
誠
の
筆
に
よ
る
。
当
時
通
誠
は
宝
永
六
年
三
月
十
八

日
内
大
臣
就
任
ま
で
議
奏
衆
で
あ
っ
た
。

⑤
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
内
裏
造
営
は
ほ
ぼ
一
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

今
回
も
そ
れ
に
相
応
す
る
期
間
で
普
請
す
る
も
の
と
考
え
る
。

⑥
来
春
に
慶
仁
親
王
の
受
禅
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
造
営
期
間
を
勘
案

し
て
春
官
御
殿
は
計
画
さ
れ
な
か
っ
た
。

①
『
通
誠
公
記
』
宝
永
五
年
三
月
廿
一
日
条

⑧
関
白
近
衛
家
煕
の
こ
と
。

⑨
近
衛
家
煕
は
宝
永
六
年
六
月
二
十
一
日
よ
り
摂
政
と
な
っ
た
。
家
熙
の
官

職
名
の
表
記
は
煩
雑
に
な
る
が
『
基
煕
公
記
』
中
の
表
記
に
従
い
、
本
文
に

は
関
白
と
摂
政
の
両
方
で
記
し
て
い
る
。

⑩
中
御
門
天
皇
は
、
宝
永
六
年
六
月
二
十
一
日
に
、
仮
御
所
に
お
い
て
受
禅

を
行
っ
て
い
る
。

⑪
書
状
の
差
出
、
宛
名
は
、
間
部
越
前
守
詮
房
か
ら
近
衛
家
家
僕
進
藤
筑
後

守
長
房
宛
と
な
っ
て
い
る
。

⑲
浄
光
院
は
鷹
司
教
平
女
信
子
で
あ
る
。
信
子
は
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

九
月
に
綱
吉
に
嫁
い
で
い
る
。

⑱
『
庭
田
重
条
日
記
』
宝
永
六
年
二
月
一
七
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

庭
田
前
大
納
言
重
条
は
、
宝
永
五
年
十
二
月
十
三
日
に
武
家
伝
奏
に
就
任
し

て
い
る
。

⑭
『
庭
田
重
条
日
記
』
宝
永
六
年
二
月
一
八
日
条

⑮
本
文
で
は
、
将
軍
網
吉
と
御
台
所
浄
光
院
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
幕

府
か
ら
内
裏
普
請
奉
行
助
役
の
大
名
に
つ
い
て
『
徳
川
実
記
』
宝
永
六
年
四

月
二
十
三
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

さ
き
に
禁
廷
造
営
の
助
役
奉
り
し
本
多
能
登
守
忠
常
う
せ
た
る
を
も

て
。
松
平
下
総
守
忠
雅
に
か
へ
命
ぜ
ら
る
。

関
連
史
料
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
本
多
能
登
守
か
ら
松
平
下
総
守

へ
の
交
代
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
服
忌
、
稼
の
問
題
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

⑯
近
衛
前
久
（
東
求
院
）
は
、
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
二
月
か
ら
五
月
ま

で
太
政
大
臣
に
就
任
し
て
い
る
。

⑰
こ
の
基
熙
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
も
含
め
て
多
分
に
検
討
を
要

す
る
。

⑱
『
新
井
白
石
日
記
』
宝
永
六
年
九
月
四
日
条
（
『
大
日
本
古
記
録
新
井

白
石
日
記
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）

⑲
橋
本
義
彦
「
太
政
大
臣
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
一

0
号
、
一
九
八

二
年
）

⑳
本
文
で
は
、
事
実
経
過
を
述
べ
た
が
、
東
園
基
長
の
日
記
『
基
長
卿
記
』

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
に
は
、
基
熙
、
家
熙
の
太
政
大
臣
任
官
の

記
載
が
あ
る
。

①
宝
永
六
年
十
月
廿
五
日
条

伝
聞
、
太
閤
基
煕
公
令
任
太
政
大
臣
、
近
代
中
絶
之
官
也
、
近
年
依
所
労

不
被
参
任
、
今
度
之
義
定
而
為
恐
悦
哉
A
後
略
＞
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②
宝
永
七
年
十
二
月
廿
五
日
条

今
日
摂
政
前
左
大
臣
家
煕
公
四
十
四
オ
被
蒙
任
太
政
大
臣
宣
旨
、
＾
中
略
＞

摂
政
太
政
大
臣
被
参
院
為
慶
申
也
、
来
年
正
月
一
日
天
皇
可
有
冠
依
加
冠
被
任
此

官
云
p
＾
後
略
＞

と
あ
り
、
①
と
③
を
比
較
し
て
、
基
長
は
、
基
熙
に
つ
い
て
は
任
官
理
由
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
基
熙
の
就
任
期
間
が
短
期
間
で
あ

っ
た
の
は
、
近
衛
前
久
を
先
例
に
し
た
も
の
か
。

⑳
『
通
誠
公
記
』
宝
永
六
年
三
月
三
日
条

⑫
家
宣
の
子
。
宝
永
五
年
十
二
月
二
十
一
日
誕
生
。
母
は
家
宣
側
室
櫛
笥
隆

賀
女
、
於
須
免
の
方
。

⑳
本
稿
は
家
宣
が
将
軍
就
任
前
後
の
宝
永
五
、
六
年
に
限
っ
て
述
べ
た
だ
け

で
あ
る
。
平
井
誠
二
氏
が
「
江
戸
時
代
の
婚
姻
ー
公
家
と
武
家
の
場
合
ー
」

（
『
姓
氏
と
家
紋
』
第
六
一
号
、
一
九
九
一
年
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
基
熙
と
家
宣
は
熙
子
と
の
婚
儀
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
で

は
な
か
っ
た
。

〔
付
記
〕

史
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
陽
明
文
庫
・
東
京
大
学
史
料
綱

纂
所
・
宮
内
庁
書
陵
部
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
稿
作
成
後
、
高
埜
利
彦
「
元
禄
・
享
保
の
時
代
」
（
『
日
本
の
歴
史
』
＋
三

巻
、
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）
、
久
保
貴
子
「
宝
永
正
徳
期
の
朝
廷
と
幕
府
」

（
『
日
本
歴
史
』
五
三
八
号
、
一
九
九
三
年
）
が
だ
さ
れ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら

と
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
関
西
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

矢

嶋
島

田

美

保

(
M
1

西
洋
史
）

塩

卓

悟

(
M
1

東
洋
史
）

土

屋

信

木

村

修

新

谷

英

中

村

仁

藪

田

巌

(
M
1

地
誌
学
）

本

号

の

編

集

委

員

治
（
助
教
授
）

二

(
M
1

亮

(
M
1

日
本
史
）

日
本
史
）

志
（
助
教
授
）

貫

（

教

授

）

柿

本

典

昭

（

教

授

）
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